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とんとんとん だれですか 
 

はやしますみ 作・絵 

岩崎書店 

 

  「今夜は何かが起こりそう

…」、ある日の夜、丘の上の

一軒家に次々と現れる来客。

とんとんとん、とドアをノックす

るガラス越しの影は、おそろしい

ものばかり…。それらの正体は

いったい何なのか、そして一軒

家に集まって、これから何を起

こそうとしているのでしょうか？  

      

ぼくの すごい しゅうしゅうしゃ 
 

スギヤマカナヨ 作 

偕成社 

 

 「ぼく」のゴミ収集車は、た

だの収集車ではありません。

「なんでも収集します」と言う

通り、止まらないしゃっくり、う

っかり出てしまった臭いおならな

ど、どこかへ持って行ってほし

いものすべてを集めてくれる、

夢の車です。最後のページに

「本物の収集車」の内部も載

っています。         

新着図書 
 

・あたらしい哲学入門 土屋賢二 著 

・おじさん図鑑 なかむらるみ 著 

・コロボックルむかしむかし 

佐藤さとる 著         ほか 


